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東日本大震災等に係る補正予算の専決処分について 

 

１ 補正予算の編成の考え方 

今回の補正予算については、平成２３年３月１１日に発生した東日本大地震及び

福島第一原子力発電所事故による災害に対応するため、緊急に必要な避難者支援経

費等を計上し、それに係る各会計補正予算を平成２３年３月２５日に専決処分した。 
 

２ 一般会計補正予算（第７号）の概要 

（１）補正予算の規模 

歳入は、災害救助法の適用に伴う県支出金及び財政調整基金繰入金を計上し、

歳出は上記の考え方に基づき計上した。 
この結果、補正額 271,205 千円を追加し、補正後の一般会計歳入歳出総額が

29,627,002千円となった。 
 

（２）主な補正内容 

 ＜東日本大震災等対策補正＞ 

 ① 災害救助事業・・・・・・・・・・２１９，９７０千円  

    避難所の設置経費、炊き出し経費、生活必需品の提供に要する経費など 

  ② 応急復旧事業・・・・・・・・・・ ４１，２３５千円 

    道路・校舎等応急災害復旧経費など 

③ 他会計繰出金・・・・・・・・・・ １０，０００千円 
特別会計における応急災害復旧経費 

④ その他   ・・・・・・・・・・ ４８，８７２千円  
東日本大震災等に伴うきめ細かな交付金事業の組み替え 

 ＊①、②は、年度内の執行が困難なため、繰越明許費を設定する。 

＜人件費補正＞ ３２５，５９９千円を組み替え 

    東日本大震災等対策のため、職員の退職により公務の運営に著しい支障が生

じることから、定年退職者等の勤務延長措置を講ずる。そのため不用となる退

職手当相当分を減額し、同額を職員退職手当基金に積み立て平成 23 年度に対

応できるようにする。 

 

【参考】財政調整基金の状況 

（単位：千円）

補正前 今回 補正後 補正前 今回 補正後

1,458,313 339,360 0 339,360 129,019 197,882 326,901 1,470,772

H21末残高
積立額 取崩額 H22末残高

見込み
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３ 特別会計補正予算の概要 

①農業集落排水事業特別会計（補正第５号） 

東日本大震災等に伴う応急災害復旧経費を計上するもので、補正額 10,000千
円を追加し、補正後の歳入歳出総額が 181,044千円となった。 


